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「標茶町行財政改革推進計画」町民説明会 

－ 議事録 － 

 

 

 

１．日 時  令和８年５月 20 日（水）午後７時 00 分から午後８時 45 分まで 

２．場 所  塘路住民センター 

３．出席者 【参加人数】  13 人 

【町役場】 町 長       佐藤 䭾彦 

副町長       牛﨑 康人 

企画財政課長    齊藤 正行 

行財政改革推進室長 内藤 政夫 

４．会議内容  

（１）開会 

（２）開会あいさつ 

（３）説明 

（４）質疑応答 

（５）閉会あいさつ 

（６）閉会 

５．会議経過 

（１）開会 午後７時 00 分 

（２）開会あいさつ 

 次のとおり町長よりあいさつを述べた。 

 

本日は、「標茶町行財政改革推進計画町民説明会」に、ご参加いただき、誠

にありがとうございます。 

現在、標茶町では、人口流出や少子高齢化による過疎化の進行、それに伴う

人手不足、公共施設の老朽化など、さまざまな課題を抱えております。これら

の課題は収入の減少や維持経費の増加につながりますが、加えて、近年の物価

高騰などもあり、町の財政を取り巻く状況は年々厳しさを増しております。 

こうした中、このまま、これまでと同じ形で事務事業や財政運営を続けてい

くことは、将来にわたって持続可能なまちづくりを進めていく上で大変大きな

問題であることから、令和７年６月１６日に「標茶町行財政改革推進計画」を

策定いたしました。 

この計画を策定し実行していくことは、現在の町の状況や課題を町民の皆さ

まと共有しながら、厳しい状況を乗り越え、これからの標茶町をより良い方向

へ進めていくための取り組みであります。 

そして、行財政改革は、行政だけで進めるのではなく、町民の皆さまととも

に考えながら進めていくことが大切であると考えております。 

計画策定から２年目となる今年は、より具体的な取り組みについて、皆さま

と意見を交わしながら、将来に向けた基盤づくりをしっかり進めてまいりたい

と考えております。 
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行財政改革という言葉を聞くと、「削減」や「見直し」といったイメージか

ら、不安を感じられる方もいらっしゃるかもしれません。しかし、それは単に

何かを減らしたり、なくしたりすることが目的ではありません。限られた財源

の中で、本当に必要なサービスを将来にわたって維持し、次の世代につないで

いくための取り組みであります。 

そして、見直しによって生まれた財源を活かしながら、ふるさと標茶がこれ

からも「元気なまち」であり続けられるよう、将来への投資にもつなげていき

たいと考えております。 

本日は、なぜ今このような取り組みが必要なのか、また、標茶町の現状や今

後の方向性について、できるだけ分かりやすくご説明し、皆さまから率直なご

意見やご提案をいただきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

（３）説明 

「標茶町行財政改革推進計画」の概要について町長より説明。 

（４）質疑応答 

次のとおり参加者の質疑に対し回答を行った。 
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【プライバシー保護及び個人情報保護の観点から、個人名や固有名称は表現を

変更しています。また、録音品質により聞き取りづらい部分などは最低限の補

筆を施しています】 

 

参加者①: 

今度はお忙しい中、塘路に来ていただき、18 日から町内各地域を回られて

るということで、大変ご苦労様でございます。 

まず一つ目に、率直に、佐藤町長にお聞きしたいんですけども、来る 10

月、選挙、町長選がありますよね。 

そこで進退の本音が、はっきり今ここで、言えるかどうか。 

それによって私の聞きたいこととか質問がちょっと変わってくるので、今、

進退はっきり言えるんであればお聞かせ願いたいんです。 

 

町長: 

今時点では、私一人で進退決めるというわけではありませんけれども、正直

言うと 1 月、2 月の末の段階では後援会の方からは、出るという要請は受けて

おりますが、または、いろんな諸般の事情がいろんなこういう財政的な問題が

ある中で、少し熟慮させていただいて、しかるべき時期に回答していきたいと

いうことで、お話しさせていただいてますので、まだその途中だということ

で、今日はお答えはできないということで申し訳ないです。 

 

参加者①: 

はい。続けてよろしいですか。それではまあここでははっきり進退、今ちょ

っと述べられないということなんですけども、 2 期、佐藤町長、標茶町長とし

て頑張ってこられて本当に大変だったなとは思います。 

ちょっと中身の資料で、まあ今日用意されたこの資料をなかなか全部が全部

把握できたわけではないんですけども、これについて質問を一つさせていただ

くと、二期 8 年間やられて、取り巻きと言いますか、副町長はじめ、職員の

方、議員さんたちとのコミュニケーションというか、方向性は自分なりにうま

くやれてた方なのか、ちょっと反省するところがあるのかなとかって、率直な

お気持ちをお聞かせ願えればと思います。 

 

町長: 

はい、ちょっと、まあ、どういう風に答えていいかちょっと思うのが、私は

一応それぞれ公約を立てながら、そして１期目ということでやらせていただい

て、その中では、標茶が少しでも元気になるようにですね、様々な取り組み

を、ご提案をしてきたりですね、いろいろなことを改善してきました。 

まあただ、それがじゃあ 100%、じゃあ全てが実現しているかというと、やっ

ぱりいろいろ財政的な問題とかがあってですね、中には実現できなかったこと

も実はあるのも現状ですので、そういった中でですね、特に、私としては財政

的なこういう状況になったことに関してはですね、私もなんか職員としており

ましたので、以前企画財政課長をやってた時期もありますので、標茶町の財政
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状況とか財政構造については十分理解しているつもりです。 

というのは、以前からですねやはりその先ほどの資料の説明の中で申し上げ

ましたけども、やはりその基金に頼るとか、先ほどお話ししましたように、例

えば新年度予算組み立てるときに、大体今までの流れでいうと、毎年ですね、

約 16 億円前後、当初予算のときに財源がない状況で予算を組んできていると

いうのがずっと標茶町の流れだったんですね その年度の途中で、例えば地方

交付税、国から入ってくる交付税の額が確定したり、あるいはそのいろんな事

業をやる、どうやってやる。いろんなことをやるときに、国からも例えば補助

金もらって財源が決まって、例えば 1 億の事業のうち補助金としてじゃあ 

5,000 万つきますよとかって形で持ち出していたものが、少しずつ一般財源化

していくっていうのがあって、最終的に例えば毎年 10 億、貯金を取り崩して

予算をやっていたのが、3 月の段階では、戻して、0 に戻すような状況になる

し、さらにお釣りが来る時もあるし、ってことで、基金を一定程度で維持をし

ながら、今までは実はできたんですけども。 

実はコロナ以降、今一番極端なんだなと思うんですけども。 

やはりウクライナ侵攻があって、円安になって、物価高騰、あらゆる資材が

高騰して、という状況が上がった中でですね、なかなかその差が縮まっていか

ないというか、そういう状況がずっと続いてきている。 

さらに今イラクの戦争を含めて、さらにそれが厳しくなってきてるのかなと

いう現状の中で、こういった行財政の取り組みをですね、もっと、もう少し早

く町民の皆さんのご了解ももらいながらやるべきだったのかなということにつ

いては、私自身もですね、反省しなければないことなのではないかなと思っ

て、今、いるところであります。 

 

参加者①: 

そうですね、今、町長が早めに町民の皆さんに説明だとか、そういうお気持

ちがあるんだということは分かりました。 

本当に私は遅ればせながら若い時は全然政治には興味なかったんですけど、

ここ、 4、5 年でしょうか、人口減少に伴い、国からの入ってくるお金が減っ

てますよ、というね。 

だから、人口が減ってても、減ってるから、標茶町は、他の自治体もそうな

んでしょうけど、人口減るけど道路は古くなってくだとか。 

どこまで国が。 

だから、町長さんの気持ちもわかります。 

その、お金が減ってくる。 

だから俺は、上が悪いと思うんですけど。 

そんなことを聞いたって、はい、って言う上じゃないんで、しょうがない。 

もういただいたお金でやりくりするのは、しょうがないと思うんですけど。 

まあ、10 月の進退表明できないんでしょうけど、もし、もう一度ね、標茶町

のためにやっていただき、出馬していただくんであれば、さっき質問した、そ

の副町長さんだとか、職員の方々だとか、議員さんたちとのコミュニケーショ

ン、それから、早め早めの説明会、今日みたいな、今回みたいなことを丁寧に
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各地域でやっていただければ、そんな、きつく言う町民とか、分からず屋の町

民は、ゼロとは言いませんよ。ごくわずかいるかもしれません。分からず屋

な。 

ただ、町長さんが今までそういうことをちょっと後手後手に回ってきたの

で。これからは、今回のようなことを早め早めにやっていただけると、町民が

納得する部分もあるだろうし。協力するところは、標茶町だけじゃどうしよう

もならない、弟子屈町だけじゃどうもなんないっていう自治体がいっぱいある

わけですから。結局道とか国にこれはつながる問題だと思うんですけども。 

まあ、なんと言ったらいいのか、よろしくお願いします。 

 

町長: 

はい。多分、いろんな意味でご支援いただいて、ほんともっと頑張れという

ことを言われているのかなと思うんですけれども。 

とりあえずはですね、任期中、今、私がお約束できるのはですね、最大限今

の行財政改革を、道筋をしっかり作ることに、今、全力を挙げてですね、町政

運営に取り組ませていただきたいということで、今取り組んでいますので。 

それがこうですね、いろんな議員の方とお話をしたり、いろいろなところの

会合とかにも呼ばれていますし、いろいろな総会とか、今総会のラッシュです

ので、可能な限り、僕、私直接全部出るように心がけてですね、その中でいろ

いろな人に話を聞いたりとか、積極的にやらせていただいていますので、そう

いった町民の皆さんのですね、意向をですね、少しでも形にしていきたい、気

持ちをですね、大事にしながらということで、今取り組んでいますので、あり

がとうございます。 

 

参加者①: 

体力大丈夫ですか。 

 

町長: 

はい、ありがとうございます。 

 

参加者②: 

はい。参加者②と申します。 

ちょっとすいません。 

話違うんですけど、この 4 番の投資的経費についての平成 29 年と令和 1 年

から 4 年まではいきなり高いんですけど、それの内容を教えていただけます。 

 

町長: 

あの、正確な数字まではちょっとなんですけども。 

実は、大型事業をやっているんですが、ごみ処理施設関連で、クリーンセン

ターという施設ですが、これが始まったのが平成 28 年からです。 

 
※１ 投資的経費に係る事業費の内訳について、別添資料としてホームページに掲載。 

※１ 
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参加者②: 

工事が。 

 

町長: 

工事が始まっています。 

それから 29 年から標茶中学校の、校舎、それから体育館の事業が始まって

います。 

こういうのが一番、この中の数値が増えていたら、年度別にちょっと違いま

すけれども、こういう事業を取り組んだので、この時に集中的に金額が増えて

きたということだと思っています。 

 

参加者②: 

それが平成 29 年。 

 

町長: 

はい、最初の年です。 

何年かで、例えば標茶中学校ですと、スタートが平成 29 年で、最終の外構

の工事までが 4 年です。 

その間、ずっとこの事業が続いていると。 

ですから、その中でその年によって金額がちょっと変りますけど、多い年も

あるわけで、少ない年もあるわけで、ただこれは、こういう事業だけじゃなく

て、例えば道路を整備したりとか、橋を改修したりとか、そういう事業もこの

中に入ってきます。 

 

参加者②: 

中学校まだ終わってないですよね、工事。 

 

町長: 

中学校は終わりました。 

 

参加者②: 

あ、終わりました。 

 

町長: 

はい。 

 

参加者②: 

今、保育園の方をされてますかね。 

 

町長: 

今はみどり保育園の工事です。 
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参加者②: 

その中で、あの、ぽん・ぽんゆさんの方も入ってるんですよね。 

 

町長: 

えーとですね、ぽん・ぽんゆの方は、令和 3 年から令和 5 年にかけてこの中

に入ってきています。 

 

参加者②: 

5 年は来ないんですね。 

 

町長: 

はい。 

 

参加者②: 

ぽん・ぽんゆさんなんですけど、噂で聞いただけなんで、よくわからないん

ですが、赤字分を町で補填してるっていう噂が出てるんですよね。 

それは委託、事業の委託費用のことかなとも思ったんですけど、実際どうな

んでしょうか。 

 

副町長: 

赤字補填っていう言葉ではないという風に思っています。 

指定管理という形でやってもらっているんですが、その時に指定管理料とい

う形でお支払いをしているんですね。 

で、指定管理料、前の観光開発公社の時にもいくらかお出しをしてるんです

けれども、しっかり経営を継続してもらう、それから集客や何か、いろんなと

ころでですね、やってもらうというところで必要だというふうに。 

それから、町が直営したら人件費でどれぐらいかかるのかということも計算し

ながら払ってます。 

１番最初の年については開業の部分で掛かり増し経費などということもあり

ましたので、3,800 万円を支払っています。 

以降については各年 3,200 万円で指定管理を払っています。 

それで、3 年経過した後に剰余金が出た時については、 20%を逆に町に戻し

てもらうというような形の契約をしています。 

 

参加者②: 

えーと、それは税金という形ではなくて。 

 

副町長: 

税金じゃないですね。戻し、です。 

 

参加者②: 

それも 20％固定なんですか。利益の何パーとかではなくて。 
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副町長: 

剰余金の 20%ですね。 

 

参加者②: 

剰余金の 20%。 

 

副町長: 

はい。 

 

参加者②: 

じゃあまあそこで利益出てなかったら全然使わないって。 

 

副町長: 

逆に、あのー、指定管理料 3,200 万を払って、それでもなおかつ最大部分に

ついては基本的には補填をしないという考え方。 

 

参加者②: 

それは会社の方で。 

 

副町長: 

会社の方でそういう形でやっています。 

 

参加者②: 

えーと、まだ 3 年経っていないんですね。たちました。 

 

副町長: 

はい、まだ 2 年目ですね。 

 

参加者②: 

来年まではそういう剰余金出ても返ってこない。 

 

副町長: 

そうですね、はい。 

計画的には最初の 3 年間については、あの、何だろう、事業が軌道に乗らな

い、乗らない部分があって、そこまでのっていう考え方ですね。 
 
参加者②: 

そこまで利益は出ないであろうという感じですね。 

実際今どうなんですか。利益出そうな雰囲気あるんですか。 
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副町長: 

えーとですね、令和 7 年度は 600 万ほど、指定管理料を含めて 600 万ほど赤

字だということでマイナスだったという実績報告をもらっています。 

ただ、客室稼働率でいうと計画よりも上回ってきています。 

ですので、このまま順調に推移すれば、いい成績を見れるんじゃないのかな

というところは期待しておりますし、それから、指定管理者の方といろいろ、

指定管理者の提案がですね、例えばどんなことをやって、お客さんが来てもら

えるとか、そういったことはやり取りをしておりまして、こちらの方でも。 

意見交換しながらですね。 
 
参加者②: 

夏場以外にも稼働率は上がってるんですか 

 

副町長: 

昨年の夏は 90%以上、稼働率が上がったんですけれども、やはりその、2 月

とか 3 月、4 月っていうのは落ち込んで、確か 30%台の数字には落ちるんです

ね。平均すると、令和 7 年度の実績でいうと、12 月に 30%台に落ちるというと

ころがあります。 

それから 7 年の 4 月が 26%、4 月の 26%からスタートして、夏場に向けて上が

っていき、秋から冬に向けてがまた落ち着いているということです。 

これは以前のかや沼、憩の家の時代も、そのようなことだったんですけれど

も、指定管理者があの全国チェーンで展開しているところもありますので、そ

ういったネットワークを使っての集客方法だったりとか、建物自体を押し出し

て宣伝をしてもらうだとか、そういうところがあるので、以前とは違う形での

集客もできるんじゃないのかなというところは期待をしておりますし、さっき

言ったように、いろんな情報交換をしながら、ヒントを得に来ているというこ

とですね。 

 

参加者②: 

閑散期に何かイベントですとか、あとアウトドアガイドと提携して、何かイ

ベントかそういうのは特にやってないんですか。 

 

副町長: 

まずですね、町民向けっていうところで、10 月 6 日ですか、塘路の日ってい

うことで、お風呂の招待とかですね、それから 4 月 10 日だったかな、シラル 

 
 

※２ 税抜金額での回答である。令和７年度は１億 8,115 万円（税込）の売上げに対し、

経費は１億 7,100 万円（税込）で、740 万円（税込）の赤字。このマイナス分は運営会社

側で負担してもらうこととなる。また、収益が出た場合は、利益の 20％を町に還元しても

らう仕組みとなっている。５年契約のうち１年目は指定管理料 3,800 万円を支払ってお

り、以降の指定管理料については年 3,200 万円を支払っている。詳細について、別添資料

としてホームページに掲載。 

※２ 
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トロの日っていうことで無料でやったりとかっていうことをやってますし、そ

れからさっきあのガイドの話が、この間の冬のシーズンからですね、宿泊され

た方にご案内をして、希望者を、町の観光ガイドに、ガイドをして体験をして

もらうということでやったりしてます。 

それから 1 月から 3 月までだったかな、特別料金、町民向けの特別料金って

ことをやって、町民の方々にやっぱり使ってもらって、どんな風にいいのかっ

ていうことを分かってもらって、そこから宣伝してもらうってことも大事にな

るのかなというところで、結構好評だったというふうに見ております。 

あと、そう JR 北海道の冬の湿原号やクリスマスの時とか、指定管理者の方

で独自事業ということで実施をしてまいります。 

 

参加者①: 

すいません、一つ、さっき聞き忘れたんですけど。 

他の自治体と協力しながら、道とか国にはこの地方交付税の額、やりとりは

あるんですか。 

 

町長: 

地方交付税については、町村会、北海道町村会を通じて、国に対して要請す

るのにあわせて、国会議員とか、町の予算の部分でというふうに常にですね、

話をしてます。 

特に私が力を入れてお話をしてるのは、病院関連の交付税についてですが、

やはり非常に町立病院、非常に厳しい今経営状況なので、そこの交付税、年間

でいうと交付税が入ってくるのが約 2 億 2,000 万くらい、毎年国から交付

税、地方交付税と合わせて特別交付税も合わせてくるんですけども、それもで

すね、額が毎年少しずつ減ってきたりとかしてますので、やはりその、標茶町

のように唯一、町立病院だけのような医療を持っている自治体に対する、例え

ばその負担のあり方とか、そういったことを基準ですね、改定をするという話

を、実は直接お話をしたりとかしてます そういった形で、ただ国は何をやる

のかというと、さっき言ったように、病床数 60 床の病床を持っていても、実

際にはお金が来るものは、その年に利用した病床数、うちで言うと、昨年度は 

32 床しか実は最大マックスで使ってないんですね。 

そうするとその分しか実は交付税をくれないとかですね、非常に厳しい査定

をされているという現状なので、そういったことも現状に合ってないと、そう

いう細かいことを含めて実はお話をしてます。 

 

参加者①: 

病院行ったりしてる方だとかね、施設、介護士さんだとかっていう方の重

荷、この方々の給料が全国平均で少ないのは事実だと思うんです。 

どこの、そういう職種の方も。 

 

 
※３ 個人事業者が宿泊者を対象にした蝶の森の散策ガイドを実施している。 

※３ 
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だから、まあこれからもさっき町長さん説明されてわかったんですけど、ス

クラム組んでね、上に本当に粘り強く、どうにかして小さい町、市、やっぱり

流れ的には都会、都会、都会になっちゃってるんで、上の先生方もね、切り捨

てまでとは言いませんけど、歯がゆいと思うんですよ。 

その町長さんとか、他の自治体のね、町長さん。 

粘り張り強くどうにか、 

うん、今すぐ１年２年で変わる話はないです。 

10 年、20 年、30 年かかるかと思う、かもしれないんですけど、そこだけは

ちょっと粘り強く。 

ひとつ細かいこと言えば、その 14 億減ってる、人口減ってるから、また先

繰り返しになるんですけど、人口減ってるから額減らすぞという話はふざけて

るんで、人口減ってるけど道路が壊れてきてます。 

学校が少なくなってきてます。 

そこのあなたたち分かってるの。みたいな。 

大変なこともありますけど、粘り強くやってほしいと思います。 

お願いします。 

 

町長: 

はい。そんなに長く持たないので非常に厳しい状況なので、さらに厳しい状

況ですね。国一体の中でですね。 

今、実は釧路管内の状況の中で非常に動きやすい環境というのは、実は全道

の町村会の会長が全国の町村会の会長をやってます。 

その部分の力っていうのは非常に目に見えないものがあって、実は問題ある

かもしれないけど、国の下手な大臣よりは実は国の扱いっていうかね、上なん

ですね。 

だから私どもも普段会えない人に会わせてもらったりとかですね、そういっ

たことを実はさせてもらっています。 

あの、標茶町がアイヌの交付金使用で色々な改修とか駅逓
えきてい

の改修とかやった

時もですね、実は標茶にアイヌ協会の活動がないという状況の中でも認めてい

ただいたのはですね、そういったところで直接、東京にそういう担当者を紹介

してもらって、お話をしながらですね、実はアイヌの交付金というのは実質的

に９割ほどです。 

そういうのを活用しながらですね、できるだけお金がかけない中で皆さんか

らの要望を一つでも実現するということを実はやってますし、職員にもそうい

うことを常に話をしながら、実は財政運営を実は今やってきているということ

なんですね。 

ただ、それでもやっぱりこうなってしまうというのは、非常にちょっと自分

でもあったんだなと思いながらですね、自戒をしながらですね、しっかりこれ

からもそういったところを、これ以上こうならないように職員にも負担をかけ

ないようにですね、私自身も動いていきたいと、そのように思っていますの

で、引き続き何かいいアイディアとかあったら教えていただきたいと思います。 
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参加者①: 

あともう一ついいですか。すいません、ごめんなさい。 

これはちょっと間違ってたら教えてください。 

町長選、標茶町の場合、町議の選挙、あの、前の町長さんが急死されて、ず

れ込んじゃいましたよね。 

それを例えば議会解散後とか、いや、 2 回選挙やっても国から選挙のお金が

出るから大丈夫だよっていうんであれば。それだったら、議会を解散して、 

10 月に一発で町長選と町議選をやった方がいいんじゃないのかな。 

お金がね、かかるんであれば一発で、やってはどうでしょうかね。 

 

町長: 

町長選と町議選を過去やったように、以前の今西町長が急逝されたことで、

町長選の日程が早まったということで、前半は春の統一選挙だったんですね。 

ということで、時期がずれている状況が現在続いているという状況です。 

あのーまあ、今お話があった以外の私の歩み方は、そういう話は町内の方から

実は伺ってますが、議会は議会としてどういうふうに判断するかということで

すので、今伺ったお話は結果として議会にもお伝えしますので、いろいろなと

ころで議会に関するお話も出てまいります。 

お伝えするしか、私としては立場的に言えませんので、はい。 

 

参加者①: 

あ、町長選は、独断で議会解散ということにはならない。 

 

町長: 

ならない。 

 

参加者①: 

あ、ならない。やっぱり段取りっていうか、議会さんの方もあるから。 

 

町長: 

まあ確かに、お金はかかります。 

町長選挙と町議選挙、だいたい同じくらい。 

町長選挙で今、1,200 万くらいか、議員の数多いんでね、そりゃもう、今、

いろんな費用の選挙費用とかでもつようになってきたら、もうちょっと議員の

方がかかるかもしれない。 

それだけの費用が 10 月にあって、さらに来年の春にかかる。だからそれ

を、私はその権限がありませんので。 

よくね、町で何か問題があって、議会から町長に不信任案出てとか、お互い

にやりとりしてるとか、そういう町も過去にはありますけど、そうでない限り

はなかなか議会自ら。という話のことが中心です。 
 

※４ 令和８年度当初予算 14,244,000 円 

※４ 
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参加者①: 

議会さんから持ち出してきてもいいってことですか。それを原案に出しても

いいってことですか。 

 

町長: 

そこを議員さんがどういうふうに判断するかは、お話が、こういうのが、ご

意見がありましたよということは、そのまま議会にお伝えします。 

 

参加者①: 

はい。普通に考えれば、議員さんを今日 2 名来ておられるので、普通に考え

れば普通、普通って何だ、って言われたら困るけど。 

普通、お金を 2 回やる選挙をやるところを一回で済ませたらどうですかとい

う僕は意見なんですけど、議員さんたちもそこら辺は頭にちょっと入れてもら

ってご検討していただけると。 

それでちょっとこれ今参加者①が言ったけど、こうなんですよっていうよう

なわかるような説明があればしていただきたいし、僕はそこで何が何でも突っ

張る私ではないので教えてもらえれば。 

柔らかい考えを持っているので。 

少しでも標茶町のことを考えるのであれば、いい方向、いいやり方で進める

べきだと僕は思います。以上です。 

 

町長: 

ご意見として議会に一応あった、ってことをお届けしたいと思います。 

それ以上、私ちょっとコメントは。 

 

参加者③: 

ちょっと遅くに来て、内容はあんまりみてないんですけど、一応この資料を

見た限りでは、赤字をなくして黒字に転換するっていうことは言ってるんです

けれども、この資料読む限り、これから標茶がどういうふうに光り輝いて発展

していくかっていうのは全く見えないんです。 

これから標茶町はどこへ向かうのか。 

ただただ赤字を解消して黒字で存続すればいいというのは分かるんですけ

ど。標茶が、何でしょうね、標茶に住みたいとか、標茶は素晴らしいねってい

うのが、私もここに 20 年ぐらい住んでますけど、全然見えないです。 

町として、町長として、標茶はこういう方法にするべきだ。 

まあ、あの、プロジェクトやってるのは分かりますけれども、正直言ってあ

んまり標茶って魅力ないなって思うんですよね。 

今後どういう方向に向かっていくか。 

 

町長: 

残念なご意見かなと思うんですけど、私は標茶が非常に価値のある自然環境

を含めて産業構造も酪農で、今、全国の中でも町村でいうと 3 番目の酪農生産
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基地になっています。 

今年の農協で農業生産の売上高ですね、300 億円、今年初めて超えたという

ようなことですね。 

これだけ非常に酪農情勢が厳しい中でですね、やっぱり頑張れる地域という

ことで聞いてますし、雪印の工場も今最大で 21 万トンの処理をしてる工場で

す。全道の雪印の工場の中で標茶の牛乳の処理量が一番多いという形で切れて

るバターを生産しているという、標茶でしか作っていない。 

そういう自然の中の環境を活かしながら価値を持っている地域だと思うんです

ね。こういった部分の付加価値も含めて、本当であれば、例えば標茶牛乳のブ

ランドを作りたいとか、いろんなプランがあったんですけども、なかなかコロ

ナの中で少し農協さんとの話もちょっと止まっているとか、いろんなことがあ

るんですが。 

ただ、観光も含めてですね、いろんなご意見があるのは承知の上なんですけ

ども、例えば、ぽん・ぽんゆを活用しながら、多くの人が実は標茶の方に向か

ってきていただいているのも事実だと思いますし、SL 冬の湿原号も含めてです

ね、 ノロッコも含めてですね、来年以降、ノロッコはちょっと今の車両は使

えないというのも事実なんですけども、年間 6 万人の方がですね、標茶に来て

いただけるという状況が実はありまして、それもいろんな付加価値を含めてで

すね、標茶の可能性というか、観光の可能性を含めて少しずつ出てきたのかな

という風に思ってますので、まだまだこれから素材もいっぱいありますので、

近年は特に馬関係の部分ではですね、引退した馬を標茶で預かる仕組みを 平

成 29 年からスタートしたと思うんですけども、クラウドファンディングを利

用して毎年 3,000 万円ほどの金額がクラウドファンディングで集めていただい

て、それがきっかけになって、現在観光牧場が阿歴内で始まったりですね、ど

さんこの牧場も北標茶のところ、虹別のヘイゼルグラウスマナーでやっている

ところと、そういうところで少しづつ増えてきているのかなと思います。 

あと、塘路の移住政策、拠点として移住政策を始めて、先日聞いたら、町内

に移住した方が 20 人超えるって聞いてたので、そういった可能性がでてきた

のかなと思います。 

 

参加者③: 

なんかわかるんですけども、大自然を生かした、というのはいつも出てくる

んですけど、大自然は北海道いくらでもあるんですよね、標茶だけじゃないん

ですよね。 

牛乳の生産も誇るべきものかもわからないんですけど、しべちゃ牛乳なり、

標茶は牛乳の町だってどれだけ認知度があるのか。しべちゃ牛乳、作ってます

けどみんな知ってるのはこのへんだと厚岸なら知ってますけど、標茶のは知ら

ないんですよ。そういうところじゃないですか。 

一般の人がどれだけ知ってるか。SL とノロッコ号来ますけど SL とノロッコ

号同時に壊れたらどうするんですか。 

馬の町、アピールして、私も馬の獣医師ですから馬に関わってますけど、馬

の町だってことを馬にかかわらない人がどれだけ知ってるのか。 
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どれだけ町民の方が馬の町であることを誇りに思っているのか。 

なんか役場だけがいつも盛り上がって、置いてかれてる感じがするんですよ

ね。なんというか一体感。 

住民にしても関わっている方がいるにしても、ぽん・ぽんゆの方が入ってる

のかなというくらいであまり移住してる感じがしないんですけども。 

なんかこう温度差がある感じがします。政策としては理解しましたので、も

っとわかりやすいといったらあれなんですけども、一般の人にもうける、標茶

独自の全国に名の知れた、標茶だとわかるものが欲しいなといったところで

す。 

 

町長: 

ありがとうございます。参考にさせていただきながら研究させていただきた

いたいと思います。まだまだ標茶が PR が下手っていう部分も感じていたんで

すけども、ぜひいいアイディアがあったらお願いしたいと思います。 

 

参加者②: 

積極的な財産処分ですが、ネットで町有地も売却するということですか。 

 

企画財政課長: 

以前も塘路の旧教員住宅、町営住宅も売却させていただいて、教員住宅のほ

うはおかげさまで２棟売れたという実績があります。将来にわたって廃校であ

るとか休校であるとか、そういうのが町内でも、例えば廃校になった久著呂の

学校ですとか、教員住宅、町有地も含めてですね、将来活用の予定がある部

分、将来活用のない住宅ですとかそういった施設については積極的に売って、

安い金額でも買っていただくと、人が増える、それからありがたいことに、民

間の方に買っていただければ翌年固定資産税という収入となりますので、町で

財産を預かっているとやはり人は入ってなくても火災保険には全部入ってます

ので、それをやっぱり有効活用してもらう。建物は人が入ってなんぼだと思っ

てますので、それを有効活用していただくのが一番いいというのは当たり前の

話でございますので、積極的にそういった処分をしていく。 

休校についてはですね、やはりそのままにしていくと傷んでしまうので、安

い金額でも入っていただけないかということで、今、環境整備はもちろんさせ

ていただいているんですけども、それを普通に計算すると学校とか賃料すごく

高いんです。 

でもそれでは入ってもらうのはできないことですから、それは当然一定程度安

い料金で貸す、っていうのはですね、町の皆さんのご理解がないとできないと

ころですから。 

まあ簡単に言うと議会の一定数というのが必要なんですけども、その手続き

をちゃんと進めながらですね、昨日の虹別でもお話しいただきましたけれど

も、企業、企業さんに入っていただくとか、実は廃校の部分についてはインタ

ーネットの方でも掲載していてですね、それで問い合わせも少しあるんですよ

ね。 
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例えば企業さん、例えば、簡単に言うと学習塾のサマースクールで使いたい

んだけども使えないだとかっていうような問い合わせも実際にはいただいたこ

ともあります。 

介護施設の事業者さんからも問い合わせいただいたこともあります。 

問い合わせベースで実際には実現は至ってないんですけども、昨日もです

ね、ちょっとその興味あるので、その資料をくれないか、知り合いにちょっと

かけて投げかけて、ってお話もいただきましたので、そういったことをしっか

り取り組みをさせていただきながら有効に活用していただける施設があるので

あれば、現状のまま売ったりですね、貸したりして有効活用していただきたい

なということで書いています。 

それから、いらない、今のは不動産、建物の話ですけども、動産、要は例え

ば車ですとか、そういったのも以前にですね、あの町で使っていた車をです

ね、他の自治体ですけども、インターネットオークションで売ってたりとかで

すね、備品も売ってたりするような事例も全道でありますので、今インターネ

ット、インターネットで売ったりもできますので、そういったこともですね、

私どもも使えなくなったのも安価で売るとですね、処理費用も今車ですとかか

ってしまいますけども、現状のまま引き取ってくれるのら、0 円でも消費税が

かからないという人は、あの町の財政にとってはありがたい話ですので、そう

いったこともできないかということで、今進めて、実現を早く早期にしようと

いうことで、今準備を進めているということですね。以上です。 

 

参加者②: 

土地とか、もし広い土地を売却するとかになって、メガソーラー作りたいん

ですけど、とかいう場合はそれは OK なんですか。標茶町的に景観は良くなく

なるんですけど、自然を売り物にするんだったら、ちょっとそれはまずいんじ

ゃないかなという気がします。 

 

企画財政課長: 

それはおっしゃるとおりです。 

私どもも同じ考えです。 

あの、いつもこれ表現されてますけども、環境を守るために、例えばメガソ

ーラーみたいな、確かに化石燃料からの脱却っていうのは、これは皆さん理解

していただけると思うんです。 

CO2 の排出量が多くなって、雨の降り方が変わってきて、海面温度が上昇し

て、将来北海道の雨量が 1.4 倍ぐらいになるって言われてます。 

その集中豪雨みたいなのが増えるって言われてます。 

やはり最近、雨の降り方がやっぱり変わってきて、短時間にガーッと降るの

が多くなる。 

これは原因はやはり海面の温度が上がっているせいだっていう風に言われて

いまして、そのためにもですね、化石燃料からの脱却、ここまでは皆さんご理

解いただけると思います。 

ただ、それを守るために環境を悪化させて、ああいったものをパーンと作る
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っていうのはちょっと違うんじゃないのかなっていうことにできますと、私ど

ももガイドラインを作らさせていただいて、そのやはりその規制、一定程度景

観に配慮してもらって、地域の皆さんに説明会を開くなどして理解をした上で

ですね、簡単に言うと問題のない土地であればやっぱりいいですけども、そう

いった、例えば JR から車窓から見えるそういった景色をですね、が、北海道

にそうやって観光に来てるのに、窓から見える景色がメガソーラーでいいの。

って簡単に言うとそういう話ですので、契約を動かしてまでそういったものを

作るっていうのがどうなの。っていうのは当然おっしゃるとおりだと思ってま

すけども、同じ考えです ただ、今、やはり近隣の街でも問題になっているの

が、条例とかガイドラインとか法律的な拘束力がないんですよ。 

はい。なので、それをやはり法律をちゃんと作っていただいて、地域でここ

は作っていいとか、ここはちょっとダメとか。もちろん湿原ではあれですけど

も、湿原以外であっても、やはり景観を守るっていうところに着目して、一番

よく知ってるのが地元の方、私どもも含めて地域の方ですよね。 

ここはちょっとダメだよねとか、ここだったらいいとかあるかもしれないで

すけど。わかんないですけどね。 

そういうところはちゃんと配慮しながら、やっぱり進めていくのが大事なん

じゃないかなっていうふうに思ってますので、そういう役割がしっかりと私ど

もは今その法律がないもんですから、私どもは今の状況の中でできることにつ

いてはですね、関係を、やはり法令をちゃんと遵守してもらったりですね、地

域の方とちゃんと十分な協議をしてもらうとかっていうことを事業者に求めて

ガイドラインを策定していますので、そこはご理解いただきたいなというふう

に思います。 

 

参加者②: 

教育委員会の方ではもうあると思う。 

 

企画財政課長: 

太陽光についてのガイドラインは教育委員会は作ってません。 

町で作ってます。 

はい、町の方で進めています。 

 

参加者④: 

町の運営方針の見直しという中で、積極的な財産処分で先ほどいろんな町有

地の問い合わせがあると、ちょっと気になったのが、まあ例えば、外国の買収

とかを、そのように、例えば、結局、所有地を、そういうような財産を、外国

の企業とかに、間違えて売ってしまったら、どうしようとか、売る前にどれだ

けチェックできるのか、というのを、町の方では、そのようにまず、考えてい

るかをお聞きいただきたいと思います。 

 

企画財政課長: 

はい。まずその点についてお答えさせていただきます。 
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以前にも一時期ですね、水資源の関係、水の関係でですね、そういった問題

が全国で、あのー、発生して、まあ今もしてると思います。 

実際にその当時私あの担当だったんですけども、実際に問い合わせがあっ

て、実際に現場に行ったことがあります。 

それは民間の方の土地ですので、町がどうのこうの言うより、民間と民間の

取引の場ですから、町があまり口出しできることっていうのはできなかったん

ですけども、そういった中で、調査をしていくと、その会社は東京の会社だっ

たんですけども、やはりそういった背景には、外国の資本の関係がある、とい

うのがあってですね、その結局話はそれで終わっちゃったんですけども、やは

りそういった経路も、商法とか民法の中で規制がないんですよね、正直言いま

すと。 

それを、町が公権力を使ってダメだっていう風になると、逆にそこを侵害す

るってことで、逆に訴えられるケースがあります。 

今の太陽光についてもですね、近隣の自治体が太陽光について許可制にする

っていう話がありましたけども、あれは訴訟リスクがある中であえて踏み切っ

てるっていうのもあります。 

本来でいうと、法律的には許可はいらないというような話もありますけど

も、やはりそこまでやっていかないとダメなんだろうなっていうのもあります

けど。 

ただ、全部が全部、そういった方が悪い人ではないとは思うんですけど、や

はり一旦売ってしまってと、日本では、その方たちの資産になりますから、そ

れがいっぱいになっちゃうと、どこか、北海道の中でも外国の方の取得によっ

て土地がどんどんふくれ上がっていったりですね、というのが、いい面もある

のに反対に、やはりリスクというあまり良くない面もありますので、その辺は

ですね、非常に大変な中ですけども、そこはしっかりと、できる範囲ですけど

も、確認をしながらですね、進めていければなというふうに思っております。  

明確な答えがないんですけども、それは、私どもができる範疇で確認をしな

がらですね、進めていくしかないかと思って、今の法律の制度上、それしか私

どもができることというのはなかなかないものですから、ただしっかりと今も

意識してますし、頭の中に突っ込んでますので、そこはしっかりとやっていき

たいなと思っています。 

という、すいません、回答になってないんですけど、現状私どもにはできる

ことは、そういったことですので、ご理解いただきたいと思います どうもあ

りがとうございました。 

 

参加者④: 

今まあこういう今状況なので、今日はあのー、町議さんも来ていらっしゃる

ので、標茶町の条例の中でこういうのを作れないかと一度検討いただけないか

なと思うんですけども、よろしくお願いいたします。 

 

町長: 

外国については、以前からずっと、近隣のね、釧路市とか鶴居村の状況とか
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見てますので、標茶町に極力そういったものがないようにということで研究は

進めてますので。 

ただ、今、課長が言ったような、条例を作ったとしてもという風になります

ので、そこは国がしっかりですね、法的な、しっかりその網をかけていただか

ないとダメだということがあるんですから、こういうふうに今もですね、条例

の整備を研究してまいりたいと思います。 

 

参加者④: 

どうもありがとうございます。 

また次の質問に入ります。 

まずは、使用料と手数料の見直し、ということで、基準に基づく定期的な料

金の改訂を検討していくということなんですけども、これは一度、今の料金か

ら何年か後上げていくという、それともいっぺんに、というような形で料金を

決めてしまうのかということを、そこも教えていただきたいなと思います。 

 

企画財政課長: 

はい、私の方から説明させていただきます。 

今、見直しというところをやってます。 

まず見直しなので、上げるばっかりではないということをまずご理解いただ

きたいというふうに思います。 

今までですね、例えば、戸籍とかっていうのは、国で決まってるので動かす

ことができないんです。 

で、例えば住民票１枚 150 円っていうのがあるんですけども、今私どもが考

える基準というのが、その住民票 1 枚出すのにどれだけコストがかかっている

んだろうというのをまず計算します。 

それを基準にします。 

で、それを毎年人件費なり何なりの経費が変わってきますから、それを 3 年

ごとに見直しをして、その 3 年間の平均をですね、次、その今の 150 円からい

くらコストが掛かっているのか。 

ただ、例えば、仮の話、これが 1,000 円になったと。 

コストが 1,000 円上がるわけです。 

今 150 円から 1,000 円も上がる、いきなりっていうのがありますから、そこ

で激変緩和策を設けて、極端に上がんないようにしようっていう緩和策は取り

ますけども。 

この今まで本当はいくらかかってるんだろうっていうのが、今まで出してこ

なかったものですから、それをしっかりまず、出し方を統一しよう、ルールを

決めようというのが今最大の目標です。 

ですので、見直した結果、上がるところもあるかもしれませんし、もしかす

ると下がる可能性だって否定はしていません。 

 値上げという前提ではないということはご理解ください。 

それから、例えばこの使用料というのは、公民館を借りたいとか、いろんな

使用料があると思うんですね。 
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そこについてはですね、今、燃料代も上がってます。電気代も上がってるん

で、ここを 1 時間維持するためにいくらかかってるんだろうっていうのも、も

う一回ちゃんと再検討するんですね。 

何年か後の見直しするときも、同じ考えで同じ計算式でもう一回出して、い

くら上がってるんだろうっていうのをちゃんと出してですね。 

でそのうちまあ上げると思うパッと上げるじゃなくて、そこを激変緩和策を

しっかり作りながら、ただその、さっき言った、住民票は本当は 1,000 円かか

ってるのに 150 円しかもらってない、残りの 850 円は皆さんの町民の皆さんの

税金で納めていただくことになります。 

ですので、そこの関係性がちゃんとご理解いただきたいというところと、し

っかり、かかっている分、もらえる分ってここ書いてあるのはしっかり明示し

てですね、それを決めていきたいと 今回の一番のテーマで、値上げを目標に

やってるのではないんですけども、しっかりその基準を作りたいというのがま

ずで、3 年ごとに見直す。 

これは総務省から 3 年ごとに見直しなさいというのが、平成 11 年に決めら

れているので、本当はそこからしっかりやらなきゃならなかったんですけど

も、なかなか料金の値上げっていうところには踏み込めなかったもんですか

ら、しっかりとその基準をちゃんと作ってですね、それをちゃんと皆さんにご

理解いただいて、ルールを決めてですね、3 年ごとに見直します。 

ただ、見直した結果、据え置きっていうのもありますし、もしかしたら下げ

れるように、その経費をできるだけ下げるというのは私たちの努力が関わって

きますので、そこをしっかり、決めたいなというのが一番の思いですね。 

それは今、計算式もしっかり定めてですね、今、夏ぐらいまでにその素案に

ついては、議会のところにも提出させていただいてですね、町民の皆さんにも

ご理解いただけるようなものにしたいなというふうに考えておりますので、ご

理解いただければと思います 以上です。 

どうもありがとうございました。 

 

参加者④: 

えーと、次ですね。 

町立病院の関係でして、町立病院で、あの、前ちょっと聞いたことあるんで

すけども、雨漏りがあると、いうお話を聞いて、まだまだ雨漏りしてるのかど

うか、それから今後直す予定があるのかどうか、あとその病院ですので、その

衛生管理をきちんとできるのかどうか、以上、3 点についてお話をお願いいた

します。 

 

町長: 

雨漏りについては、他の会場でも同じような質問をいただきましたので、現

在ですね、いろいろ病院ですね、老朽化して来てるんで、あちこち直さなくて

はならないところがたくさんあるもんですから、最優先で、例えば、直近では

あの入浴施設を直したりですね、特にその直接利用者が使うところとか、そう

いったところの修理を最優先にしながら、やっているということで、雨漏りに
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ついては十分承知はしてるんですけども、まあ優先順位としてはもうちょっと

先になるということで、今調整をしながら、ただ、大々的な調査などをしない

とですね、屋根自体がですね、かなり古くなってきて、そこから、おそらくど

こから漏ってるんだろうということも含めて、できるだけ早い時期にですね、

調査をしていくということでやってますので、もう少しお待ちしていただきた

いと思いますので、そこの部分で直接衛生管理について支障があるかどうかに

ついては、あの、直接、例えば、院長のいるところとか、そういったところで

は、今のところはないんじゃないかなと思ってますので、玄関のホールのとこ

ろとかね、そういったところでありますので、そこは病院の関係者に回って、

確認取りながらですね、衛生対策をしっかり対応しながら、応急措置を含めて

対応するように指示をしながらやっていきます。 

そして、できるだけ早い時期にですね、修理を行ったりそんな風に思ってま

すので、答えになってないかもしれないですけど、よろしくお願いします。 

 

参加者④: 

よろしくお願いします。 

どうもありがとうございます。 

じゃあ、次の質問に行きます。 

やすらぎ園についてなんですけれども、民間との連携強化を図り、福祉社会

全体で高齢化を支える仕組みをつくって、運用していきますというお話なんで

すけど、ちょっとこれ、あの、どういうふうにやっていくのかなというのはち

ょっと見えないので、詳しくちょっとご説明いただければありがたいなと思い

ます。 

 

町長: 

はい。 

やすらぎ園については、やはり標茶町にとってもですね、高齢者の皆さんに

とっては大切な施設ということで思ってますので、そういう施設をどういう形

で将来的に実施していくのが一番いいかってことを実は考えています。 

あのー、いろんな自治体で、いろんな形での特別養護老人ホームの運営形態が

あるんですが、なかなかその自治体で直営で運営しているところという町村は

非常に少なくなってきています。 

まああの、町立病院も含めてなんですけども、そういったことを、例えば維

持することによって、何が改善かというと、一番が、まあ人件費が、まあ大半

だということで、皆さんもご存じだと思うんですけども。 

それで、その経営が、かなり悪化してきているというのが、あの、実態だとい

うことで、一定程度その民間のノウハウとか、例えば、今はそういう福祉施設

にもですね、厚労省の補助金というのは、町がやる補助金というのは実はほと

んどなくてですね民間が運営するための補助金が大半になってきてるというの

が現状なんですね。 

だから、そういったことを考えたときに、やはり民間も、まあそれと町内で

あれば社会福祉法人とか医療法人とか、まったくないわけではありませんの



令和８年５月 20 日(水) 町民説明会（塘路） 

22 

 

で、そういったところも、ゼロベースにしながら、例えば町内でそういう組み

立てができて、運営をお願いできないかとかですね、そういったことをまず考

えていただくのが一番かなということで、あの今、あの、それぞれの担当の方

に指示をしながら、研究をしていただきたいということで、今やっているとこ

ろであります。 

 

参加者④: 

ありがとうございます。 

次ですね、育成牧場のあり方についてです。 

自力での運営を図り、基幹産業に民間事業者との連携により、効率的な運営

を検討すると。 

これもちょっと、なんか全体的に民間に全部任せるのか、あのー民間を入れ

ながら、町の職員と一緒にやっていくのか、どういうふうに今思ってるのかな

というのと、あとこの民間事業者が、例えばその今、羊とかですね、育成、育

成牛を売ってる利益の配分とか、いろいろ多分あると思うんですよね、育成牧

場なんで。 

だからそこで、きちんとした透明性を図れるのか。 

 例えば、今、あの町営、町の牧場でやってあれば、それは全部町の利益って

入ってくると思うんですけども、今度民間と提携していくというようになれ

ば、利益を配分しなきゃいけなくなってくるんですよね。 

そういうときにも明確な、その、なんていうのかな、あのー経費の、あの透

明性をいかに、町民に知らせることができるのか、そういうところをちょっ

と、もうちょっと詳しく教えていただければいいなと思います。 

 

町長: 

はい。育成牧場についてはですね、今の農家の皆さんもですね、いろいろ分

業化していく中でですね、育成牛をある程度、お腹に赤ちゃんが入るまでの期

間をですね、町営でやるんじゃなくて、育成牧場に預けて分担していくってい

う中でですね、牧場の、農家の経営の中では非常に重要な役割を果たしている

のかなと思うんですけれども。 

ただ、あの、一定程度、こういう財政状況の中で、確かに基幹産業は酪農で

あっても、町の財政が逼迫している中で、それを赤字を出してまで本当に維持

していいのかどうかということも含めて、基本的には考えなきゃならないのが

原則だろうなと思っています。 

その上で、例えば今、経営を一定程度任せれるような組織がないかとか、そ

んなことも考える中では、やはり地元の経済団体であります農協さんとです

ね、しっかり話をしながら、基幹産業を支える上で、農協さんと例えばいろい

ろな話をしながら、農協さんもやはり一肌脱いでいただいて、農家の皆さんの

ために牧場経営に対して何らかの形で関与していただくとかですね、そういっ

たことも含めて、まずはあの話をどんな形にするかはまだ形はちょっと相手の

こともありますので見えてないんですけどね。 

そういったことからまず始めようかってことで今考えています。 
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あと、先ほどその一定程度の赤字の部分も出ているのも事実でありますの

で、さっき言っておられた使用料の見直しの中で、しっかりその利益の部分に

ついても話していただいて、民間でも同じような取組の施設があったところも

ありますので、そことの料金の違いはどうなるかとかですね、そういった中で

一定程度その使用料の形も研究させていただきながら、ご提案していこうかな

ということで考えています。 

あとはその、育成の方と、羊っていうのはまたちょっと別の形でですね、も

ともとなかったんですが、途中からですね、羊の部分の導入も町の方で始まり

ましたので、その部分についても、またそれを一緒にしてお願いした方がいい

のか、それはその部門として別枠で別な、例えば、こういったこともやってい

ただけることがあるんだから、別な部門としてやっていただくのも一つの方法

かなと思って考えてますので、そこはですね、まだはっきり決まったわけじゃ

なくて、相手も見つけながら相談していきたい、そのように思っています。 

 

参加者④: 

はい、どうもありがとうございました。 

これでまあ、新しく運営方法の見直しということで、今いろいろお話を聞き

ました。 

それで、まだこういう準備段階で、これがどう決まったというわけではない

ので、というお話ですので、これからこういうふうにしていきますよというよ

うな形が決まってる時点で、町民にきちんと、あのー、報告とか告知とかとい

うのもきちっと透明性のある運営の方法をしていただきたいなと思いますの

で、どんどんよろしくお願いいたします。 

以上です。 

 

参加者③: 

今の話を聞いて、多和の羊に関してなんですけれども、前からいる割には全

くその存在が知られないというか、行けば羊がいるっていうのはわかるんです

けど、普通羊肉としてのブランド化が全くないですよね。 

ただいてただ肉になっているっていうだけで、あの、そういうブランディング

というんですかね、売り込みが全くないなと昔から思いました。 

それに関連というか、えっと、やすらぎ園の民間との連携というところとも

関わるんですけれども、どうしても町でできないのであれば、そういうところ

はそういうプロフェッショナルに任せる。 

例えば白糠町に行くと、体育館とかプールはオカモトグループが運営してい

ます。委託でやってるんですよね。 

活気が全然違うんですね。やってる活気が。 

一方、標茶に来ると、ちょっと言い方悪いんですけど、職員の方が一応やっ

てるっていうぐらいで、あまりこう外に向けて何かイベントをやっていくって

いう感じがあんまり感じないんですよね。 

例えば標茶のあの、ふれあいプラザですか、あれは実はすごい魅力的という

か、なかなかない施設であって、冬の間室内で運動できるっていう施設は相当
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な固定資産を持ってるんですけど、活かしきれてないというか、その点も含め

て民間に委託して、体育館なりプールなりを。 

プールもちょっと申し訳ないんですけど、全く魅力ないですよね。 

やりたい人がいなくなっちゃうし。 

全く町としてプールをどうするっていう姿勢も全く見えないですよね。 

この点も含めて、やはり上手なところにやってもらった方がいいんじゃない

かなという気がします、という意見です。 

 

町長: 

はい。いろいろアドバイスいただきましたので、まだまだ今回のプランの中

にもですね、方向性見えてない部分たくさんありますので、今いくつかアイデ

ィアをいただきましたので、それらについてもですね、引き続き研究させてい

ただきたいと思います。 

引き続きよろしくお願いします。 

 

参加者②: 

ちょっと補足でいいですか。 

育成牧場の羊なんですけど、この羊を使った毛刈り体験とか、あと羊毛紡ぎ

の体験とか、そういうまあ通常でできてもいいし、イベントでやってもいいん

ですけど、そういうのは全然できないんですかね。 

 

町長: 

今の牧場の体制の中では、羊の管理でもですね、人手不足の中でやってるっ

ていう風に聞いてますので、このイベントにまで人材を割けていないという

か、そういう状況なのかなと。 

以前はですね、多和平でいろんなイベントがあったときには、羊の毛刈りが

あったりとかですね、羊のレースをやったりとか、いろんなことをやってたん

ですけども、それもなかなか今の体制の中でイベント自体もですね、牧場とし

ては受けることが難しいというような状況で、中止になったという経過を聞い

ていますので、人手不足の中でしているという中ではですね、いろんなアイデ

アとしては重要で、これからもですね、羊の羊毛の活用とかですね、まだまだ

本当はこういう処理をすればもっと高く買っていただけるよとか、いろんな

話、実は聞いてます。 

けれどもなかなかそれをじゃあやっていただくところがないとかですね。 

福祉事業所にお話をかけてもですね、実は受けてもらえないとかですね、そ

んな状況もありますので、ぜひもし何か、逆に言うと皆さんの中でもっといい

のありますよ、とかっていう逆な提案を頂いた方が。何かあったら声をかけて

いただければと思います。 

ご協力をお願いしたいと思っております。よろしくお願いします。 

 

副町長: 

羊の関係ですね。 
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さっきにもあったんですけども、ブランディングの話もあったんですけれど

も、資源として活用しようということで、一方でそういうふうにはやっぱりい

けないというところもあったので、地域おこし協力隊を募集して取り組もうと

していたんですね。 

今、一人、羊の部分で協力隊の人が入っていて、色々と研究をこれからして

もらおうというような段階なんです。 

研究も含めて、ということを期待しているところです。全くできないわけで

はなくて、環境づくりが必要だったりしてるんですけれども、そういう状況で

す。 

 

 

（５）開会あいさつ 

（６）開会 午後８時 45 分 

 

 


